
 
 

学習・教育目標 評価方法 備考 

（
Ｃ
）
問
題
を
提
起
し
そ
れ
を
解
決
す
る
為
に
行
動
で
き
る
能
力
の
養
成 

自ら積極的に問題点を

見つけて，状況に応じ

た考え方や行動の提案

ができる． 

（Ｃ１） 

「化学生命工学基礎実験」，「生物工学実験」で，実験テーマに対する

実験方法をみずから考え，実験により解決し，レポートにまとめるまでの

一連の実験を，実験計画書，レポートから総合的に評価する． 

全実験テーマの 20%を占める．化学生命工学基礎実験では姿勢・態度

（15%），終了テスト（25%），レポート（60%），生物工学実験では姿勢・態

度（貢献度）（40%），プレゼンテーション（20%），レポート（40%）により評価

する．「化学実験」で，各班の測定結果を合わせて検討し，解決するた

めの方法を考察しレポートにまとめることにより評価する．評価全体の

10%を占める．終了テスト（30%），レポートおよび姿勢・態度（60%），班ご

との実験結果の関連性を検討するレポート検討（10%）により評価する．

評価全体の 25%に相当する．「卒業研究」で，研究テーマに対する解決

法を自ら考え行動したことを，担当教員が評価シートに基づき評価す

る．卒業研究の評価全体の 12.5%に相当する． 

「環境化学」で，環境問題を自ら発見し，解決方法を自ら考えレポートに

まとめ，評価する．（20%） 

「化学生命工学基礎

実験」，「生物工学実

験」，「化学実験」，

「卒業研究」を必ず履

修し，単位を取得し

ていること． 

 

上記の専門科目は

必修科目でありこれ

らの科目の単位取得

により，教育目標 C1

を達成するために必

要な 20 ポイント中 16

ポイントをこれらの科

目で獲得する． 

 

「環境化学」はコアと

なる専門選択科目で

ある． 

自発的かつ継続的に学

習し，問題解決に向け

て提案できる．（Ｃ１） 

「有機・高分子化学演習」，「無機・物理化学演習」，「生命工学基礎演

習」で，自主的に学習している様子を，プレゼンテーション，毎回の小テ

スト，e-learning システムにより総合的に評価する．評価全体の 30%～

40%を占める． 

有機・高分子化学演習では演習課題（40%），終了テスト（60%），無機・

物理化学実験では終了テスト（55%），小テスト・毎回の学習（25%），プレ

ゼンテーション・質問（20%），生命工学基礎演習では中級バイオの認定

試験の問題等を利用した演習（10%），小テスト（10%），レポート（10%），

中間テスト（35%），終了テスト（35%）により評価する． 

左記の演習科目は，

コアとなる専門選択

科目である． 

 

左記の演習科目，お

よび「環境化学」の単

位を取得し，4 ポイン

ト以上を獲得すれ

ば，教育目標 C1 の

必修科目とあわせて

達成基準である 20 ポ

イント以上獲得するこ

とができる． 

独創的な科学技術の発

展に生かせる数学，物

理学の基礎知識があ

る．（Ｃ２） 

「微分積分学Ⅰ」，「微分積分学Ⅱ」で，標準的なテキストの演習問題を

解く能力があることを，レポート（30%），中間テスト（30%），定期試験

（40%）により評価する． 

 

「物理学Ⅰ」で，質点と剛体の力学について，標準的なテキストの例題，

演習問題を解く能力のあることを，終了テストにより評価する． 

 

「物理学Ⅱ」で，電磁気学について，標準的なテキストの例題，演習問

題を解く能力のあることを，レポート（40%），終了テスト（60%）により評価

する． 

「微分積分学Ⅰ」，

「同Ⅱ」，「物理学

Ⅰ」，「同Ⅱ」を必ず

履修し，単位を取得

していること． 

 

これらの必修科目の

単位取得により，教

育目標 C2 の 32 ポイ

ントを獲得する． 



 
 

 

学習・教育目標 評価方法 備考 

（
Ｃ
）
問
題
を
提
起
し
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
行
動
で
き
る
能
力
の
養
成 

独創的な科学技術の発

展に生かせる数学，物

理学の基礎知識があ

る． 

（Ｃ２） 

「化学概論Ⅰ」，「化学概論Ⅱ」で，有機化学，無機化学の基礎的な知

識について，小テスト，終了テストから評価する．化学概論Ⅰでは小テ

スト（30%），中間テスト・終了テスト（70%），化学概論Ⅱでは 4 回の確認テ

スト（80%），e-learning（20%）により評価する．評価全体の 75%に相当す

る．「化学生命工学基礎演習」で、化学の基礎的な知識について、小テ

スト(30%)，中間テスト・終了テスト(70%)から評価する．評価全体の 75%に

相当する． 

 

「化学実験」で，基礎的な化学の知識があることを，レポートと終了テスト

より評価する．評価全体の６0%を占める．終了テスト（30%），レポートおよ

び姿勢・態度（60%），班ごとの実験結果の関連性を検討するレポート検

討（10%）により評価する． 

 

「基礎無機化学」で，元素の周期性，化学結合について，基礎的な知

識があることを，毎日の e-learning（20%），3 回の確認テスト（80%）により

評価する． 

 

「基礎有機化学」で，有機化学の結合，構造，反応機構について，基礎

的知識があることを，小テスト（20%），中間テスト（30%），終了テスト（50%）

により評価する． 

 

「基礎物理化学」で，原子の電子構造，熱力学について基礎的な知識

のあることを，小テスト（30%）と中間テスト（20%），終了テスト（50%）により

評価する． 

 

「基礎分析化学」で，酸塩基，溶解平衡論，核化学について基礎的な

知識があることを，確認テスト（60%），演習・小テスト（20%），定期試験

（20%）により評価する． 

 

「基礎高分子化学」で，高分子材料の構造，性質，リサイクル技術につ

いて，基礎および応用知識があることを，レポート（30%），中間テスト

（30%），終了テスト（40%）により評価する． 

 

「卒業研究ゼミナール」で化学の基礎知識があることを e-learning の課

題問題により評価する．評価全体の 20%程度を占める．ゼミナールに取

り組む姿勢・態度・レポート（80%），終了テスト（20%）により評価する． 

左記の授業科目を必

ず履修し，単位を取

得していること． 

 

これらの必修科目の

単位取得により，教

育目標 C2 の 58 ポイ

ントを獲得する． 

「無機・物理化学演習」，「有機・高分子化学演習」で化学の基礎的な知

識を応用して，演習問題を解くことができることを，小テスト，終了テス

ト，プレゼンテーションなどで評価する． 

有機・高分子化学演習では演習課題（40%），終了テスト（60%）， 

無機・物理化学実験では終了テスト（55%），小テスト・毎回の学習

（25%），プレゼンテーション・質問（20%）により評価する． 

左記の科目はコアと

なる選択科目であ

る． 
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（
Ｃ
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題
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そ
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独創的な科学技術の発

展に生かせる生物学の

基礎知識がある． 

「生物学概論」で，遺伝子・生体エネルギー・調節機構と生命維持シス

テムとの関係および相互の関係を説明できることを，小テスト（20%），中

間テスト（30%），レポート（20%），終了テスト（30%）により評価する． 

 

「基礎生化学」で，生体物質について，化学的および分子レベルから説

明でき，問題に対処する能力があることを，小テスト・中間テスト（40%），

レポート（15%），期末テスト（45%）から評価する． 

 

「基礎分子生物学」で，情報高分子の構造と機能，遺伝情報の発現と

生体物資合成との関連を説明できる能力を，中級バイオ技術認定試験

の問題を利用して評価する．小テスト（40%），終了テスト（60%）により評

価する． 

 

「生物工学実験」，基本的なバイオテクノロジーの知識があることを，レ

ポートと終了テストより評価する．評価全体の 40%を占める．姿勢・態度

（貢献度）（40%），プレゼンテーション（20%），レポート（40%）により評価す

る． 

 

「生命工学演習」で、ゲノム解析法の理解と利用を、演習（30%），小テス

ト(10%)、レポート(10%)、中間テスト(25%)、期末テスト(25%)により評価す

る． 

「生物学概論」，「基

礎生化学」，「基礎分

子生物学」を必ず履

修し単位を取得して

いること． 

 

これらの必修科目の

単位取得により，教

育目標 C2 の 25 ポイ

ントを獲得する． 

独創的な科学技術の発

展に生かせる情報技術

の基礎知識がある．（C

２） 

「コンピュータ応用Ⅰ」で，コンピュータを用いた他人に理解しやすい統

計的データの処理方法について理解していることを，小テスト・レポート

（25%），中間・終了テスト（50%），プレゼン評価（25%）により評価する． 

 

「コンピュータ応用Ⅱ」で，データの信頼性を統計学的な検定により表

記する方法や，さらに信頼性を得るための実験の計画法について理解

していることを，課題（30%），中間テスト（30%），終了テスト（40%）により評

価する． 

 

「化学・生命情報学」で，簡単な化学物質のデータベースを設計し作成

できることを，レポート（50%），データベース設計・構築演習（20%），終了

テスト（30%）により評価する． 

 

「生命工学演習」により，ゲノム情報と計算機科学の関係を理解し，遺伝

子情報・ゲノム情報を計算機を利用し収集でき，解析できることを，演習

（30%），小テスト(10%)、レポート(10%)、中間テスト(25%)、期末テスト(25%)

により評価する． 

「コンピュータ応用

Ⅰ」，「同Ⅱ」を必ず

履修し，単位を取得

していること． 

 

これらの必修科目の

単位取得により，教

育目標 C2 の 10 ポイ

ントを獲得する． 

 

以上の必修科目の

単位の取得により，

教育目標 C2 の到達

ポイント 125 ポイント

を獲得する．

（32+58+25+10=125）

 
 
 
 
 


